


国家試験にしっかり合格できる力を育てるために、本学では新たに「歯学部学

修企画室」を設立しました。この企画室では、一人ひとりの学習状況や成績に

合わせて、学習習慣や自己管理力を身につけられるようサポートしていきます。

また、各科目の試験結果をもとに理解度を見える化し、それを授業に活かすこ

とで、より分かりやすく質の高い教育を実現しています。さらに、これまでの学修

支援体制を見直し、継続的かつきめ細かな指導を行うことで、学生と教員が一

丸となって「All Pass Project」の達成を目指します。
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西日本私大 位2026年3月実績（私大新卒平均78.4%）

出典 ： 厚生労働省
第119回歯科医師国家試験
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国家試験の受験に向けて 1 年次から6 年次まで一貫してサポートするため、これまでの仕組

みを一新。具体的には、各学年を10班に分けて、班ごとにチューターが1名担当します。チュー

ターは日々の学習や進級、日常生活からクラブ活動まで、学生生活のあらゆる面での悩みや

困っていることの相談役となります。各学年 10 名×1～ 6 年生＝総勢 60 名のチューター

が手厚く支援していきます。

5年次からは附属病院での臨床実習が始まります。臨

床実習では、ローテーショングループ（10名程度の学生

で構成）に対して、数名の担当教員が配置され個別指

導・実践的指導を行います。

主に臨床実習中の5・6年

生のための拠点で、歯科医

療の最前線と一体化した臨

床実習と、国家試験合格を

目指すための施設・サポート

体制が整っています。

個別の学習机が完
備された6年生専
用の自習室。

入学時以降の学生の成績データ、全国共用試験の成績情報を分析し、各学生の指導にあたります。

国家試験対策の特別授業、また予備校による模試や講義も学内で受けることができま
す。あらゆる視点から学生生活をトータルにサポートする体制が整っています。

私大上位の合格
率！

新卒合格率 6年生在学数に占める
合格率

「6年生在学生数90名
 （第119回89名出願）」
を分母にして算出した合格率
各大学の6年生在学者数は
2025年5月1日時点の学生数
（公式数値）に基づく。

専門・教養科目講義を
人体の構造と機能についての講義・実習

各科試験

総合歯科医学教育講座

総合試験総合試験総合試験

国家試験合格を直接 SUPPORT!

1年次から継続するサポートなので、相談しやすい
国家試験に向けたメンタル面のサポートも受けられて安心

卒業後の研修歯科医が取り組む臨床研修
も見学。近い将来の姿をイメージできる

国家試験受験対策

日々の学習から日常生活まであらゆる面での悩みや困りごとの相談にのり、学生を支援します。

愛知学院大学が目指すのは、国家試験全員合格です。

国家試験全員合格を目指す「All  Pass  Project」が始動。
新たな学修支援システムをはじめとした包括的な取り組みで、学生同士の学び合いを教員がサポートします。

“学生ファースト”の新校舎
「臨床教育研究棟」が完成！

全員合格に向けて6年次まで徹底SUPPORT! 臨床実習をSUPPORT!

学習だけでなく日常生活やクラブ活動など何でも相談できる

チューターに学習方法や苦手科目の克服法などを相談できる

歯学部 学生支援室

NEW!!
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7,842
2026年4月現在

卒業してからは「インプラント治療」を学び、愛知学院大学の先生に後押しして頂きアメリカ

ヘと留学しました。勉強するうちに「子供が虫歯になる前にできること＝予防」 の大切さに意

識が向いて、今はこの分野を追究しています。歯を起点に口の健康、正しく食べること、食育

と、歯科医師の領域を超えることにも取り組んでいます。学生時代の仲間からは耳の痛い

意見も受けますが、それを言い合えるのは6年間一緒に過ごした時間があるから。厳しい意

見こそ成長の糧になる。それを手に入れられたと思います。

愛知学院歯学部同窓会は同窓生数7,842名を数え、全国に都道府県単位で48支部を設置しています。東海地区に限らず、どの地域で歯科医師として働

くとしても、就職や開業の相談ができるので安心です。同窓会では各種講演会やセミナーを開催し、就業後も知識や技術を深めることができ、懇親会などの

情報共有をして歯科医師全体の向上を図っています。在学中から卒業生と連携を深めることができ、卒業してからのネットワークづくりのサポートもしていま

す。さまざまな地域からの仲間と交流し、人脈を広げられることができるのも本学の特長です。

本校卒業の都道府県歯科医師会会長：愛知県・岐阜県・静岡県・長野県・鳥取県・高知県（2026年度現職）

大学で学んだことはもちろん基礎として大切なことばかりですが、それで勉強は終わりとはな

りません。医療は常に進歩し続けているから、卒業後もずっと情報をアップデートしていく必

要があります。その時頼りになるのが、歯科医師同士のネットワークです。愛知県には、自発

的に集まって勉強会や講演会を行う歯科医師の小さなコミュニティがたくさんありますが、そ

のメンバーの数多くが愛知学院大学の卒業生。平日の仕事が終わった後にちょっとした相

談ができる人がたくさんいるのは本当に心強い。この繋がりは宝物です。
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たきかわの森歯科クリニック 院長　長谷川 正和さん  2009年3月卒業 タツキ歯科クリニック 院長　長谷川 龍貴さん  1989年3月卒業
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卒業生のネットワーク



歯学部附属病院には200台程度の診療台があり、数多くの症例を臨床実習で見学することができます。5・6年次

には診療参加型の臨床実習で、診断から治療計画、虫歯・歯周病や補綴（入れ歯など）の治療を実践、知識の定着

を図ります。担当の先生のサポートを受けながら、歯科医師としての自覚や患者さんと向き合う姿勢も養います。

1年次に歯学部・薬学部の合同で「PBL

（Problem-Based Learning）問題基盤型

学習」を実施。事前に配られる「シナリオ」をも

とに、両学部の学生がグループワークで、身

近な健康問題についてディスカッションし、お

互いがめざす職種への理解を深めます。

また、5年次には、歯・薬学部に短期大学部

（歯科衛生士）、専門学校（歯科技工士）の

学生が加わるPBLも実施。チーム医療の中

で多職種と連携し、各自の専門性を発揮する

ための高い意識や知識・技術を修得します。

3年次に他大学と合同で「TBL（Team-

Based Learning）チーム基盤型学習」を実

施。2019年は、藤田医科大学（医学部、医

療科学部）、名城大学（薬学部）、日本福祉

大学（社会福祉学部）、愛知学院大学（歯

学部、心身科学部）の900名近い学生が

参加。事前の個人学習をもとに、各大学の

混合チームで「地域住民の問題」に取り組

みます。将来、専門職として活躍するため

に、多職種と協力しながら、患者さんの健康

問題を解決するプロセスを体験できます。

薬学部や短期大学部、歯科技工専門学校が

あるからできるチーム医療を意識した多職種連携教育

学部、大学を越えて
総合的に医療を学ぶ

医師 精神保健福祉士

歯科医師 社会福祉士

薬剤師 管理栄養士

看護師 医療情報
技師

歯科衛生士 診療情報
管理士

歯科技工士

臨床検査技師

作業療法士

理学療法士

臨床工学技士 診療放射線技師

他学部連携 他大学連携

再生医療では自己や他人の細胞

を移植しますので、基礎研究にお

いて細胞の特性や再生メカニズ

ムを深く探究することが、安全な

治療法を確立するために必要不

可欠なのです。本学は基礎講座

と臨床講座が連携し、研究成果

をすぐに附属病院で活かすことが

できます。

歯内治療学は、むし歯や歯の破

折等により傷ついた歯髄を残すた

めの治療や、残せなくなった歯髄

の摘出、そして歯の根の中にでき

たむし歯や、それらが原因で歯の

根の外にできる病気を治療するた

めの薬剤･材料や方法を研究する

学問分野です。歯内治療は傷つ

いた歯を残す「最後の砦」です。

CHECK！

将来の選択肢、可能性を広げる附属病院ならではの特徴

歯科の臨床において使用される

材料には、無機材料、有機材料、

金属材料、また、これらの複合材

料など様々あります。これらの材

料は全く性質が異なるため、研究

のアプローチの仕方も大きく異な

ります。電子顕微鏡レベル、原子

レベルでの解析を必要とすること

も少なくありません。

歯科材料は口腔内で使用する材料が多く、その殆どが『生体材料』に位置

づけられます。「“生体材料の進化は日進月歩だ”という言葉を初めて耳にした

時、それは言い過ぎでは？と思いました。しかし、5年前、あるいは10年前を振

り返ると、確かにその当時とは事情が変わっていることを実感しています。」と

林先生は語ります。その材料が患者にとってより安全でより良いものになるよ

う、一方、歯科医療従事者側にはより簡便で使いやすいものになるよう、臨

床応用されるまでには様々なアイデアの創出と工夫がなされています。

口腔内科の重要な役割は、病変

を「治す」だけでなく、全身疾患を

見据えて原因を見抜く診断力に

あります。欧米では口腔内科は確

立した専門分野として、がんや移

植医療の現場で中心的役割を

担っています。日本ではまだ発展

途上ですが、高齢化や医科歯科

連携により、全身を診る歯科医師

としての口腔内科の重要性は今

後さらに高まると考えられます。

※

※中部地区における最大診療台数

地域の歯科医療を担うさまざまな症例に触れる臨床実習

中部地区最大 の歯科病院があるからできる※

口腔内科は、むし歯や歯周病を主とする歯の治療とは異なり、口腔粘膜

疾患、前がん病変、全身疾患に伴う口腔症状を診断・管理する診療科で

す。白板症や紅板症、天疱瘡などでは口腔症状が初発となることも多く、

的確な診断が重要です。視診・触診や病理・血液検査を踏まえ、医科と連

携し全身を見据えた診療を行います。患者の生活の質向上と早期発見

に貢献します。将来の医療を支える分野として期待されています。

「歯のシンケイ」と呼ばれる「歯髄」は、歯の内側に存在する細く小さな組

織です。歯の内部の病気の治療は見えない部分を手探りで行うために困

難で再発率が高く、歯を失う原因となります。諸冨先生のチームは歯科用

顕微鏡を使い、肉眼では見えない部分まで確認しながら丁寧に治療を行

い、患者の歯を残すよう尽力しています。さらに、現在の治療効果をさらに

高めるため、新たな消毒薬や歯の根の中に詰める材料の開発を目指し、

研究を行っています。

本田先生の研究室では、歯科再生医療の実用化を目指し、歯髄幹細胞

を用いた歯髄再生治療を、より高い治療効果が得られる手法へと発展さ

せる研究を進めています。また、附属病院での臨床経験を基に、脂肪幹細

胞移植による歯周組織再生療法の社会実装を、企業と連携して推進し

ています。さらに、細胞移植より安全で扱いやすい幹細胞培養上清を活

用した新たな歯周組織再生法の開発にも取り組んでいます。歯科医療の

新たな可能性を切り拓く研究です。

高齢者施設での実習を経験できる

進化し続ける生体材料

林 達秀 教授

【歯科理工学講座】

【口腔内科・口腔病態制御学講座】【歯内治療学講座】

材料進化の背景には
たゆまぬ地道な努力がある

口から全身を診る口腔内科

阿部 厚 教授

口のトラブル、
実は全身のSOS？

歯を守る精密治療

諸冨 孝彦 教授

顕微鏡を用いた
高精度な治療で歯を残す

再生医学の基礎

歯を取り戻す道をつくる
歯科再生医療研究


